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〇群馬県教職員互助会職員のハラスメントに関する細則 
 

令和８年９月30日制定  

 

（目的） 

１ この細則は、群馬県教職員互助会のハラスメントに対する方針（令和８年９

月30日制定。以下「方針」という。）の規定に基づき、群馬県教職員互助会（以

下「互助会」という。）の職員（常勤職員、非常勤職員、派遣職員、パート・

アルバイト等互助会で働くすべての職員をいう。以下同じ。）に適用する事項

について定めるものである。 

 

（求職者等へのセクシュアルハラスメント対策） 

２ 互助会の採用活動等に参加する者（以下「求職者等」という。）へのセクシュ

アルハラスメントの防止については、次の各号のとおり定める。 

(1) 面接、面談、インターンシップその他の採用活動等（SNS、オンライン会

議等を用いるものを含む。以下「採用活動等」という。）を実施する場合は、

面談時間、実施場所、実施体制その他の採用活動等に関するルール（第４号

の規定を含む。）をあらかじめ定め、職員及び求職者等に周知するものとす

る。 

(2) 採用活動等の実施に際し、職員は、求職者等に対し、方針第３項第２号に

掲げる行為又はそれに準ずる行為を行ってはならない。 

(3) 職員が前号に違反した場合は、職場におけるセクシュアルハラスメントを

行った場合と同様に、方針第４項に定める措置を行う。 

(4) 職員は、採用活動等で知り得た求職者等に関する情報（前号に該当した場

合の被害内容等を含む。）を第三者（他の職員を含む。）に漏らしてはならな

い。 

(5) 職員からのセクシュアルハラスメントに係る求職者等からの相談（大学等

のキャリアセンター等を介したものを含む。）に対しては、事務長が指定す

る職員（福利課次長）が窓口として対応するものとし、採用活動等の実施に

当たっては、当該窓口を求職者等にあらかじめ周知するものとする。 

 

（カスタマーハラスメント対策） 

３ 方針第５項に定めるカスタマーハラスメントに該当する具体的内容、発生し

た場合の対処法等については、群馬県職員に対するカスタマーハラスメントの

防止に関する基本方針に準じて取り扱うものとする。 

 

附 記 

この細則は、令和８年10月１日から実施する。 


